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要旨
エコ・イノベーションの今日的課題
The Recent Trend of Eco-innovation 
東洋大学経営力創成研究センター研究員柿崎洋一
地球環境問題は、企業にとって重要な経営課題として理解されるようになって
いる。しかし、企業の地球環境問題への取り組みは、地球環境問題に対する認識
の広がり、さらに企業の生産活動のグローノ勺レ化などにより、複雑でさまざまな
側面を持つ問題へと展開している。とくに、地球環境にとって有意義で、あらゆる
側面に影響を及ぼすエコ・イノベーションの推進は、 重要なビジネスモデ、/レとし
て理解が深まっている。エコ・イノベーションの焦点は、地球環境に優しい製品
や環境効率の改善に多くあてられているが、社会や生態系の全体において有意義
で大きな変化を生じさせるイノベーション概念にもあてられている。
この研究では、つぎ、のことを採り上げる。1)エコ・イノベーションの概念と分
析のためのフレームワークを検討する。ついで、 2)今日のエコ・イノベーション
は、利用者と市場に送り出す札織のためにだけでなく、全体としての社会と自然
のために価値を作り出さなければならないこと説明する。
キーワード (Keywords):エコ・イノベーション (eco・innovation)、エコ・リ
バウンド(eco-rebound )、環境経営(ecological 
management)、バイオミミクリー(bio-mimic町立、産
業生態学 (Industrialecology) 
Abstract 
The global environment issues increasingly recognized the importance of 
business models. However， the approach to global environment issue of the 
firm expand an understanding and it has uncomplicated and various aspects 
problems with the globalization of manufacturing. In particularly， Facilitating 
of eco-innovation grow understanding importance of business model and 
various aspects for global environment problems. The eco-innovation focus on 
the concept of innovation not only eco・仕iendlyproducts and improve of 
eco・efficiencybut also in the society and eco-systems as a whole. 
This study attempts to provide :1) review the concepts of eco司innovationand 
examine a framework for analysis :2) explains that now eco-innovation should 
create value not only for their users and the organizations that market them ， 
but also for society and nature as a whole. 
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はじめに
今日の企業経営は、地球環境問題への対応を避けることができない。これま
での企業経営の地球環境問題への取り組みは、利益に貢献しないが、社会的費用
ないしリスクを回避するための負担という消極的な性格を持っていた。しかし、
その後、地球規模での環境問題への対策が求められるようになって、企業も政府
の取り組みに歩調を合わせる形で、主体的な取り組みへと転換することになった。
企業における地球環境問題への取り組みと経済のパフォーマンスの関係につい
ては、これまで、対立(コンフリクト)が指摘され、相容れないものであり、いかに
釣り合いをとるかが重視されてきた。しかし、今や、地球環境問題に配慮するこ
とが、企業の経済的なパフォーマンスを高め、市場競争力を高めることになると
の認識が登場するようになっている(M.Poter，1995)。この地球環境に優しい企業
経営が経済的にも成果を上げるという環境経営論(Ecologicalmanagement)の考
え方を具体化する一つがエコ・イノベーション(Eco-innovation)で、ある。エコ・
イノベーションとは、「生産物 1単位当りの自然資源(エネルギーや土地を含めた
物的資源)の使用を最小化し、そして有害物質の放出を最小化する全体の製品ライ
フサイクルによって、皆のためにより良い生活を提供し、人間の必要性を満たす
ために設計された新奇な、そして競争的な商品、プロセス、システム、サービス
と制度を創造することであるoWasdair R.lMichal M.，2008，p. i ) Jとされている。
このようなエコ・イノベーションは、地球環境問題と生産活動(経済成果)のト
レー ド、オフ(trade-off)関係を解消すると期待されるものである。これまでは、地
球環境問題への取り組みが生産活動の合理化に貢献し、生産コストの削減などの
効果をもたらすとされていた。しかし、このエコ・イノベーションは、地球環境
問題への取り組みが新たな競争優位性をもたらすものとされている。その背後に
は、生産活動のグリーン化だけでなく、製品・サービス市場、金融市場といった
市場のグリーン化などの企業を取り巻く外部環境の急速なグリーン化があると考
えられる。
ここでは、エコ・イノベーションが地球環境問題の認識進歩によって、今日ど
のような役割を担い、どのような課題に取り組む必要があるかを明らかにしたい。
1.地球環境問題と企業対応の変化
1-1地域環境問題から地球環境問題へ
企業の地球環境問題への対応は、地球環境問題の重要性への理解が深まるに伴っ
て、変化している。人間生活に必要なものは生産されなければならない。人間社
会の発展は、これまで大量生産、大量消費、その結果として大量廃棄をもたらし
た。今日、地球は、大量の地球資源消費、大量の生産廃棄物等により破壊、汚染
され、温暖化や生物多様性などの問題が発生し、危機に瀕している。
地球の危機は、人間の生存基盤を危うく している。したがって、人聞社会の生産
活動の主体であり、大きな役割を果たしている企業は、その生産活動において地
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球環境への環境負荷を考慮し、さらに将来の地球環境問題の解決に大きく貢献し
なければならない。そのためには、生産活動の在り方を決定し、その実現のため
の戦略を策定し、札織化、コントロールなどを行う経営活動の課題として地球環
境問題を理解し、その解決に取り組む必要がある。
1960年代の公害問題のような地域的な外部不経済の抑制から、 1980年代以降
の経済のグ、ローバル化の進展により地球規模での環境問題への企業の取り組みが
市場競争力として重要とされるようになってきた。地域の環境問題として発生し、
その原因を特定化し、その除去が問題とされた。その後、地球資源の有阪性、さら
に環境問題の広域性が指摘された。酸性雨の問題がこれである。そして、地球環境、
気候の変化が見られ、地球規模での環境問題が取り上げられるようになったO
1-2資源循環、未来世代とエコ・イノベーション
全地球的な競争市場で企業活動を展開することは、企業の経営者がさまざまな
場面で、複雑で地球規模化する環境問題に直面することである。企業が直面する
地球環境問題に対処する経営活動としての環境経営は、資源効率の良い、低炭素
で市場競争力のある生産活動を実現することに貢献しなければならない
地球環境問題への対応策では、公害問題が典型であるが、振動、汚水、大気汚
染、そして廃棄物などの環境への悪影響を及ぼすと考えられる問題は、当事者の
出E織内で処理し、外には影響を及ぼさないというのが一般的で、あった。しかし、
環境問題が製品のライフサイクル評価(Lifecycle assessment)に基づ、いて、製品
の使用後にまでいたると、五回哉の外、つまり消費過程までを含めた対策のあり方
が問われるようになった。
さらに、地球環境問題は、現在の人間だけでなく、現在存在していないが将来
存在する人問、つまり子供や子孫にいたる存在を考えて対応する必要がある。し
たがって、環境対応は、おのずから、存在するものだけでなく、将来存在するだ
ろう未来世代を想定した理念的な性格を持つO このことは、決してあいまいな対
応ではなく、環境問題の根本的な解決を迫ることになる。
そして、地球環境問題を企業の経営課題と して理解し、その取り組みを経営活
動の中核に位置付けるようになってきている。エコ・イノベーション(環境技術の
開発)への強し、関心がその表れである。エコ・イノベーションは、地球環境への配
慮、と社会的・経済的な価値との両立を追求するものであり、コスト思考から投資
思考への進展とも考えられる。生産過程に焦点を当てた地球環境問題への取り組
みは、生産活動への各種規制への対応という視点から展開されたが、同時に設備
投資等の支出を伴うもので、経済成果を減少させる要因として理解されることが
多かったO
その後、生産過程における地球環境問題への取り組みが、生産過程の省エネノレ
ギー化、無駄の排除等の効果から、生産コストの低減としづ効果も認識されるよ
うになってきた。しかし、地球環境問題の深刻さが増すとともに、社会・経済的
な関心も高まり、より積極的な取り組みと、地球環境への配慮と社会的・経済的
な価値との両立が強く求められるようになってきたのである(小松
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章，2002，pp.162-164)。このような要請に積極的に応える思考こそは、いわゆるエ
コ・イノベーションであると考える。
2.工コ・イノベーションの展開
2.1エコ・イノベーションの基本枠組み
まず、地球環境と共生する生産活動は、従来の生産過程に着目した地球環境対
応にとどまらず、製品やサービスそのものの地球環境への負担に着目する段階へ
と展開している。したがって、新たな生産活動は、これまでの狭義の生産、つま
り原材料の投入、加工そして製品やサービスの完成としづ段階にとどまらす、包
装と配送、使用と保全、リカバリーそして再資源化を経て、狭義の生産の原材料
投入に至る閉鎖的循環型の生産システムとして理解される。このような新しい事
業モデ、ルに基づ、くエコ・イノベーションが展開されているのである。今日生産さ
れる製品とサービスは、この閉鎖的循環型の生産システムにおいて適切に処置さ
れるものであり、その各段階での地球環境への負荷低減が主な目的として設定さ
れているといえる。その結果として循環型社会が形成され、地球環境と共生する
生産活動が実現されるのである。そこでの重要な概念は、汚染防止、汚染しない
製品、環境効率、ライフサイクノレ思考、循環型生産そして産業的な環境対応であ
るとされる。これらの関係は、図-1と図-2に示される(OECD，2009， pp.9・10)。
図表1 循環型生産システム
イ 生産 l 
再生産
???????
回復の
ための
廃棄物
l 再利用
同装と配送!
↓ |使用!維持l!?
自然破壊
出所 OECD，2∞9， p.10 
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図表2サスティナブル生産概念と実践の進化
汚染防止
クリーン生産
環境効率
ライフサイクル思考
循環型生産
産業生態学
非生産技術の適用
パイプエンドの解決策
製品と生産方法の修正
プロセス最適化投入と産出資源の削減
生産材料の代替無害で再生可能
体系的環境管理
環境戦略と監視
環境管理システム
環境責任の拡大
グリーンサプライチェーン管理
企業の社会的責任
生産性の再構築
原生材料の最小化と排除
生産の統合システム
環境パートナ シップ
環境産業パーク
出所 OECD，2∞9， p 10 
まず、こうした循環型生産システムは、ライフサイクノレ思考を基盤としながら、
製品やサービスの生産を再利用、再生利用そして適正処分という一連の流れを循
環的に構築するものである。そのためには、 一つの生産車¥l3.織体を超えた消費者、
部品・原材料等の供給業者などの生産システムに関連した個人、札織との連携が
必要とされることになる。とくに、ここでは、産業の生態学がとても重要な役割
を果たすことになる。つまり、ある産業の廃棄物(副産物、熱などを含む)は、他
の産業の原料として活用されるように設計される。この事例は、今日では、エコ
産業パーク(Eco-industrialPark)においてみることができる。
そして、こうした循環型生産システムを基本として、エコ・イノベーションの特
質が提示される。
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エコ ・イノベーションは、 1)対象(target)、2)メカニズム仏tlechanism)、そして
3)効果(impact)によって、図-3のように示される(OECD，2009，pp.13-14)。
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図表3工コ・イノベーションの類型化
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出所 OECD， 2009， p 13 
まず、1)対象については、 a.製品(商品とサービスの両方を含む)、 b.フ。ロセス(生
産方法ないし手l閥、 C.マーケティング手法印反売促進と製品の価格をつけること、
そしてその他の市場戦略に関するもの)、 d.車E織(マネジメン トの構造と責任の配
分)、 e.制度(鞠虫の制裁を超えたより山、社会的な分野、つまり制度的な仕組み、
社会的な規範と文化的な価値といったもの)が分類される。とくに、エコ ・イノベ
ーションの対象には、技術的な性質のものと、非技術的なものがある。製品とプ
ロセスにおけるイノベーションは、技術開発に多くを頼りがちであり、マーケテ
イング、高且織そして制度におけるイノベーションはより非技術的な変更に頼りが
ちになるとされる。
次いで、 2)メカニズムについては、 a.改良(小規模で、漸進的な製品とプロセス
の調節)、b.再設計(既存の製品、フ。ロセス、高E織的構造などにおける重要な変更を
伴う)、 C.代替手法({也の製品にとって代わるような、機能的に同じニーズを満たす
ことができる製品とサービスを導入すること)、d.創造(全く新しい製品、プロセス、
手)1関、高H織や制度の設計と導入)がある。そして、 3)効果は、製品のライフサイク
ル、またその他の関連分野を通じた環境に対するエコ・イノベーションの影響で
あるとされる。エコ ・イノベーションの効果は、エコ ・イノベーションの対象と
メカニズ、ム、その社会技術的な文脈との相互作用から生じるとされている。とく
に、特定の対象では、よりシステム的な変更、代替手法そして創造の方が、 一般
的に、改良や再設計よりも大きな環境的便益の可能性を持つとされている。
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2.2エコ・イノベーションの展開
エコ ・イノベーションは、対象とメカニズムの組み合わせから一つの枠組みが
OECDによって示され、図-4のような事例が提示されている 4)。自動車産業、電
子機器産業では、製品とプロセスを対象として、改良や再設計を手段として技術
的な進展が図られている。ただし、一部では、ハイブリット ・エンジンなどの代
替手法も用いられている。さらに、リサイクルの志郎哉的な取り組みや自転車の市
街地で、のシェアリングといった制度を対象とした取り組みも提示されている
(OECD，2009，pp.16-20.環境白書，2011，pp. 96-97λ 
図表4グリーン・イノベーションの事例分析
出所 環境白書，201，p. 97.OECD， 209，p. 20
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サスティナブル生産とエコ・イノベーションの概念関係図表5
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エコイノベー ションのメ力ニズ、ム
p_ 13 
OECDは、エコ・イノベーションの枠組みと事例分析に基づいて図-5のような
エコ・イノベーションのキ一概念を示している。それは、プロセスと製品を対象
とし、改良の手法を利用した汚染防止(Pollutioncontrol)から順次、クリー ンな生
産 (Cleanerproduction、 環境効率(Eco-e伍ciency)、ライフサイクル思考
(Life-cyde thinking)、閉鎖的ー循環型生産 (Closed-loop pr吋uction)、産業生態学
(Industrial ecology)という段階で、技術的な概念から非技術的な概念へと環境に
やさしい生産とエコ・イノベーションの関係性が進んでゆくことを示している。
さて、エルケ(Elkeden Ouden)のエコ・イノベーションについての見解は、価
値のレベルを利用者(User)、手ι織(Organization)、エコ・システム (Ecosystem)
そして社会 (Society)に分けて、それぞれのレベルで、の各種イノベーションを特徴
づけて、有意義なイノベーション(Meaningfulinnovation)を検討している。
『経営力創成研究』第 9号，
OECD_ 209 出所
2013 
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図表6
生態学
Elke.2012.p 52 
ここでは、図-6のような生態学の視点からのイノベーションについて取り上げ
る。エルケの有意義なエコ ・イノベーションは、利用者にはエコ・フット・ プリ
ント(Eco-F∞tprint)、組織には環境効率(Eco・Effectiveness)、エコ・システム
(Eco-system)には持続可能性(Sustainab出ty)、社会には環境の居住性 (Livab出ty
of Environment)とし、う価値概念によってそれぞれ特徴づけられている。
利用者のレベルでは、個人の地球環境への負荷を意味するエコ ・フッ トプリン
トが環境価値として定義づけられる。もちろん、エコ ・イノベーションは、利用
者の平均的なエコ ・フットプリントを減らすことに積極的に貢献することが求め
られる。京E織のレベルでは、いうまでもなく、生産活動のプロセスと製品におけ
る環境への負荷を軽減する環境効率が環境価値として理解される。また、エコ・
システムのレベルでは、複数の岸E織が生産的な互恵関係を組み、互いの技術・ 資
源を生かしながら、さらにはその他の産比織を組み込み、産業の枠や国境を越えて
広く共存してし、く環境を形成が求められる。本来、生物とその環境の構成要素を
一つのシステムとしてとらえる 「生態系Jを意味している。そして、 最後の「社
会」とは、環境の居住性としづ価値概念であらわされるが、人間の幸福感や健康
のために自然環境保護が重要な役割を演じているとの理解に基づいている
(Elke，2012，pp.51-56 )。
OECDとエルケのエコ ・イノベーションは、ともに企業単体のプロセスと製品
のイノベーショ ンにとどまらず、単体を超えたイノベーションの在り方を模索し
ている。とくに、地球環境問題に関わるイノベーションでは、製品のライフサイ
クル、エコ ・リバウンドの問題もあり、 より関係する組織連携、ネットワーク、
出所
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さらに進んで地球規模、自然界との関係なしには有意義なイノベーションを考え
ることも、実現することもできないとしづ共通認識があると考えられる。ただし、
エルケのエコ ・イノベーションに関する見解は、エコ産業パークやエコ・システム
を超えて、いわゆる社会、 生態学的には、自然界の居住性ということであり、環境
の居住性を高めるための自然保護ということになる。ここでは、社会が利用者、組
織そしてエコ ・システムを部分にもつ、ないし包摂する意味で理解されている。
3.エコ・リバウンドとエコ・イノベーション
企業の生産活動は、地球環境への負荷を軽減するように設計されなければなら
ない。しかし、企業の目的は、利潤としづ経済的な成果であり、地球環境問題と
の両立が不可避である。この両立は、いかにして可能であるか。この課題は、エ
コ・イノベーションの在り方を含めて、複雑なものとなっている。とくに、エコ ・
リバウンド、(Eco-rebound)の問題は、エコ・イノベーションの在り方に更なる進展
を求めている。
たとえば、自動車のプリウスは、燃料電池の使用により、 Co2の排出量を少な
くし、年利用の消費を少なくして環境に優しい製品として認識された。しかし、
プリウスの場合も、これまで以上に車の利用頻度が高まれば、結局以前と同じこ
とになる。この点については、エコ・リバウンドの問題として関心を集めている。
そこでは、 「エコカ一利用者は、自動車利用量がむしろ多く、ガソリン価格高騰に
対する反応も鈍いことが明らかになった。また、エコマインドの5齢、者は自動車
に依存しない、とし、う関係性は読み取れず、その一方で、エコマインドの5齢 、者は、
環境に優しいエコカーを選択する傾向が強し、が、その結果自動車の利用を増やし
環境負荷を高めてしまう構造があることが示される(藤井啓介・谷口守・橋本成
{二，2010，p252)0 J 
また、ヤシの実洗剤は、人体へ影響、水質の汚染をなくした。ヤシの実を大量
に栽培することは、森林や熱帯雨林の減少とし、う生態系の破壊とし、う結果になる。
「そこで使用していた生分解可能な洗剤原料であるヤシの油の脂肪酸を、最大手
のメーカーまでもが業界標準の石油化学系界面活性剤に変えて採用するようにな
ると、ヤシ油の需要は劇的に増加した。それがきっかけで、特にインドネシアで
は、広大な熱帯雨林がヤシのプランテーションへと姿を変えた。熱帯雨林の破壊
により、オランウータンの生息地の多くも失われた。そうして、残念ながら生分
解性や再生可能性は、持続可能性と同一視できるものではないことを学んだ。
(Gunter Pau1i、2012，pp.004-005) Jここで、生態系は生物多様性条約で次のように
定義されている。「生態系」とは、「植物の群落並びに動物及ひ轍生物の群棲とこ
れらが生息する非生物的な環境とがーの機能的な単位として相互に作用する動的
な複合系をいうJのである。企業は生態系の再生産能力や廃棄物の吸収能力にも
依存している。しかし、多くの生態系が持続可能性を無視した活動によって劣化
している。その結果、資源が自然の補給能力を超えるスピードで消費され、廃棄
物は自然の消化能力を超えて捨てられている。結果として、自然資本が減少して
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12006年、欧州はバイオ燃料の推進に飛び、ついたが、環境に優しい燃料を買い
たいと思う消費者により、 原材料の需要が急増し、食用に生産されているトウモ
ロコシの供給に影響を与えた。食用のトウモロコシを植えるかわりに、農家は家
畜の飼料やノくイオ燃料に適した種類のトウモロコシを植えたのだ。結果として主
食であるトウモロコシの価格が上昇し、開発途上国の食糧安全f保呆障の達成がさら
に難しくなつた(ωGu叩nt附巴ぽrPa凱加叫u叫11ιl
減という点ばかりでで、なく、地球上に住む人間の貧困問題としづ社会的な問題も生
じさせることになる。
このように、環境技術の開発は、それ自体の中に新たな環境負荷の発生、副次
的な環境負荷をもたらすことがある。この副次的な環境負荷問題を解決すること
なしには、問題の解決とは言えない。そこには、さ らに新たな視点が組み込まれ
たエコ・イノベーションが求められている。
4.エコ・イノベーションと環境経営の再構築
エコ・イノベーションについては、 OECDとエルケの構想にみられるように、
その展開の先には、生態系、自然界そして社会といった利用者、組織そしてエコ・
システムを超えたレベルが存在している。そこでの基本的な視点は、「企業が提携
して共生的な「食物網」をつくるにつれて、材料とエネルギーは次々とステップ
をふんで循環し、各段階に価値が加わります(JanineM.Benyus，2006，p.4)Jとい
う理解であり、「さまざまな技術革新が織りなして生命を向上させる生態環境が
形成されつつあるとしづ事実は、バイオミミクリーがそのあらゆるレベルで、成熟
する前兆です。第1のレベルは、たとえば巻貝をまねて新しいプロペラやファン
を作るという、自然の形態を手本にするものです。第2のレベルは、バイオミミ
クリーがさらに深まり、低温の水中で、有害物質を用いないで、巻員がつくられる、
といったような自然のフ。ロセスを見習うものです。第3のレベルはバイオミミク
リーの深奥で、全生態系をまねるものです。自然界のシステムを見習うために、
バイオミミックス(バイオミミクリーの研究者)たちが問題とするのは、各製品と
プロセスはより大きな状況に適合するか、つまり、 真のニーズ、に対応するかと
いう点です。世界の美しさを減らさずに、増やせるものだろうか、企業をはぐ
くむ食物網の一部となっているか、そして、輸送と販売と再使用の方法が森林
に似た経済を育てるという目的に合致しているか、ということで、す(Janine
M.Benyus，2006，pp.4-5)o Jバイオミミクリーは、生態模倣と も呼ばれ、自然と生
体に学ぶということである。
ここでは、環境経営の中核として、エコ・イノベーションを据える。ただし、
エコ・イノベーションが真に環境負荷を軽減するには、非技術的な関係を構築す
ることが重要となる。まず、 一つは、エコ産業ノfー クであり、エコ・システムと
いうことになる。しかし、エコ・リバウンドとの関係からは、自然界の一部とし
ての企業の生産活動を考える環境経営が重要となる。これは、バイオミミクリー
39 
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の第3レベルである「全生態系」、エルケの「社会」に近い内容であるが、基本
的には、経営理念にしっかりと組み込み、経営者の意思決定に十分に自然界から
学ぶ、企業の生産活動を自然界の一部として位置付けることを意味する。もとよ
り、自然界といっても、その考え方は多様であるが、まさに自然から学ぶという
ことになる。
新しい環境経営は、これまでの単体の岸ill.i織体を超えて、さらに産業の枠を超え
て自然界や社会という広い視点から、エコ・リバウンド問題を捉え、適切な生産
活動を経営してゆくことが強く求められているのである。これが、エコ・イノベ
ーションの新たな展開であり、企業という京国哉を超えて、さまざまなステークホ
ールダーとの関係、さらに社会や自然界といったより地球全体思考が求められる
関係を築き上げていく環境経営の重要性が認められる点であると考える。まさに、
エコ・イノベーションを中核とする企業の環境経営は、地球生態系を生存基盤と
し、技術や経済社会を作り大きな影響力を持つ存在として、また、過去一現在一
将来を認識し、公平、責任といった行動規範に従う存在として理解されることに
なる。
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